
令和２年 10 月 1 日 

新型コロナウイルスに対する保育園での取り組み 
 

こむぎ保育園では、新型コロナウイルスに対する予防対策を行いながら日々保育を行っております。 

下記に予防対策の紹介をいたします。 

 

○玄関 

・保育園の玄関扉の前には消毒液を設置しております。また、玄関内に置きましては空気清浄機を設置

しており常時、空気を換気させております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保育室 

 ・保育室内におきましては、窓を開け換気を行うとともに空気清浄機、サーキュレーター等で換気を行いなが

ら保育を行っております。また、一部水道が自動で出るところにつきましては、手動のレバーを固定し接触

感染対策も行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○食事 

 ・お子様におきましては各クラスにおいて密にならないように間隔を空け人数や回数等を工夫し食事の提供を

行っております。職員につきましても密にならないように間隔を空け食事を取っております。また、配膳の

際は手袋を付け接触感染対策も行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他 

 ・お子様の検温を登園前に行って頂くように保護者様にお願いし、ノートやクラスの前に貼ってある表に毎日

記入していただいております。 

 ・外部の業者様が保育園内に入る際は検温、体調等の記入の方をお願いしております。 

 ・職員も出勤時には検温や手洗いうがいを行いチェック表を付けています。 

 ・職員会議におきましては、リモート会議を行う事で密にならないように行っております。 

 ・保育園各所には消毒液を設置しており、常時消毒を行えるよう環境を整えております。 

 ・保育園内にありますゴミ箱におきましては蓋つきのゴミ箱に統一し空気感染等の対策を行っております。 

 ・病児保育におきましては防護服を着用の下保育を行っております。 

 ・園庭におきましては密にならないように曜日ごとに使えるクラスを決め保育を行っております。 

 ・食事を作って頂いておりますミールケアさんとは、極力接触の回数を少なくする対応を行っております。 


